
作品スチール写真を添付してください。



１：作品タイトル（日本語／英語）

●ボウル ミーツ ガール/ BOWL MEETS GIRL

２：サブタイトル（あれば、日本語／英語）

●

３：監督名（日本語／英語）

●関駿太 / Shunta Seki

４：プロデューサー名（日本語／英語、セルフプロデュースの場合も記入してください。）

●関駿太 / Shunta Seki

５：上映尺（エンドクレジット含む）

● 20:19

5-1：シノプシス

とあるボウリング場。ボウルを投げられない内気な少女アズミは、自分から球を奪いストライクを

決めた謎の少年・エイと出会い、変化していく...。

In a certain bowling alley, a shy girl named Azumi, who is unable to throw a bowling ball, is
dominated by her self-proclaimed best friend, Izumi. One day, a mysterious boy named Ei
suddenly appears before Azumi. He takes her ball and effortlessly bowls a strike. Shocked
and electrified, something within Azumi begins to change, as if shattered pieces are starting
to come together. This film is a high-energy, rollercoaster-like, hyper-technical new wave
bowling movie featuring youthful exuberance and dramatic twists.

ロングシノプシス：150字以内

とあるボウリング場。ボウルを投げられない内気な少女・アズミは、親友を自称するイ

ズミに支配されている。そんな中、彼女の前に突如現れる謎の少年・エイ。彼はアズミ



からボウルを奪うとストライクを決める。衝撃、そして電撃。粉々に打ち砕かれたアズ

ミの中で、確実に何かが変わろうとしていた...。

６：製作国（日本語／英語）

●日本
主に著作権管理している製作主体者の製作国

７：国際共同製作国（あれば）

●

８：撮影国（日本、もしくは海外ロケ地）

●日本

９：完成制昨年月（例：2023年1月）
●2024年3月

10：ジャンル（対象外を削除してください）
フィクション

11：テーマ（対象外を削除してください）
ドラマ

恋愛

青春

コメディー

12：主要な役名と俳優名（日本語／英語）
●役名：　春原アズミ/ Azumi Suhara 　　キャスト名：瀬戸璃子 / Riko Seto
●役名：　小泉イズミ/ Izumi Koizumi　　　キャスト名：松本和佳 / Waka Matsumoto
●役名：　浦井エイ / Ei Urai 　　　　キャスト名：鉄男 / Tetsuo
●役名：　木野ヨウコ / Yoko Kino 　 キャスト名：嶺結 / Miyu

13：製作スタッフクレジット（日本語／英語）
●プロデューサー　関 駿太 / Shunta Seki
●脚本：関 駿太 / Shunta Seki
●編集：関 駿太 / Shunta Seki
●撮影：梅木 陽一 / Yoichi Umeki
●作曲家（オリジナル楽曲の場合）：北島 滉大 / Kota Kitajima、渡邉 響己 / Hibiki Watanabe



13-1：既存の楽曲を使用している
●はい

14：制作会社
●自主制作

15：配給情報（あれば）
●配給担当者名：
●担当者連絡先メールアドレス：
●担当者電話番号：
●会社・組織名：
●配給HP：

16：応募者情報（作品についての問い合わせ・お知らせ先）
監督と同じ

●担当者名：関 駿太 / Shunta Seki
●メールアドレス：sekigem3045@gmail.com
●電話番号：090-3045-1725

17：監督情報
●メールアドレス：sekigem3045@gmail.com
●監督HP：https://www.stardust.co.jp/talent/stardustdirectors/sekishunta/
●監督SNS（Twitter、Facebook）：https://www.instagram.com/shunta3045/

以上。

入力後、PDFとして保存。作品情報として「Files & Attachments」からアップロードしてください。

入力、アップロードありがとうございます。


